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玄英、故虜沙の位置、塚、彿教遺跡、古銭   

現ぺシャワール渓谷と同じ領域からなる独立国であった  

と思われる。宋雲（519－20現地通過）によるとぺシャ  

ワールのカニシカ塔に関連する周辺地域と無名の市を含  

めてガンダーラとするとし、その状況は632年玄興が  

行った時も同様の様子で東から西へは千里余、南北も  

800里余で東はインダス河まで延び布路沙布羅（プル  

シャプラの音訳、ペンヤワールの古名）が首都であると  

いう。法顕のいう産後泣もぺシャワールに同じであるが、  

これは5世紀中国音訳プルシャプラの訳で、7世紀のプ  

ルシャと同じシラブルPULOを使っている。双方に梵  

語のプラ（市街）が含まれているのだが、法顕の段階で  

は省略されているのがわかる。   

シャヴアンヌTは宋雲の仏沙伏の伏をpura（市街）  

の最初の音だけとったのではないかと推定、従って仏沙  

伏羅ではないかと言う。   

ガンダーラ研究において、法顕1、宋雲2、玄英3の旅  

行記録に基づいた、アレクサンダー。カニンガム4、続  

いてはアルフレッド。フーシェ6による、ガンダーラ地  

域に於ける仏跡の位置付けが最初に行われたことは周知  

の如くである。殊に玄其の記述は詳しく正確とされ、現  

在いうところのタキシラ、ペンヤワール南東にあるシャ  

ジキデリにあるカニシカ塔、チャルサダ（プシュカラ  

ヴァテイ）の都邑、インダス河西岸オヒンド（ウダパン  

ダプラ）等の重要な場所の比定はその記述に立脚して、  

カニンガム、フーシェらによってなされ、今もその説が  

一般に受け入れられるところとなっている。併し、それ  

らの説は19世紀及び20世紀初期の発掘を基にしたもので  

あり、その後の研究も多数あることから、見直しの必要  

があると思われる。この稿では、殊にペンヤワール渓谷  

と言われる地域の、宋雲が仏沙伏（Hosvポu）と表現  

したところと、玄其のいう布路沙春用（Pu－1u－  

sh針pu－lo）が同一地域であるかどうかということと  

関連して、周辺地域の比定の調整を試みた。又、ここで  

注意を喚起したいのは、カニンガム、フーシェが旅行記  

録を翻訳8で解読し、漢文知識の介入しない土俵で比定  

をしていることである。  

玄英がおそらく省記した蚊虜沙をここで問題としたい。  

宋雲はc．520年に人口多く緑滴る豊かな町があるとする。  

訳は人によって違うがビール訳をみると、市街壁が内外  

ともにがっちりして町と郊外との区画を示唆する。玄其  

のc．630年の記述には特に東門が付加されている。宋雲  

のBeal訳を続けてみると；－－一一 In all the old 

templeswhicharefoundinside’andoutsidethe  

City，themonl（Sandlayworshippersarefaithful  

法顕の時代、ぺシャワールとその周辺は弗楼沙  

（Fu－lou－Sha）と呼ばれた。ガンダーラと言うのは、  
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常に西方向へと目指していることに注目したい。むしろ  

ラホール経由（45キロ）の西直線を行ったのではないか。  

これで行くと、フーシェ同様の一日約16キロとしてマル  

ダンを少なくとも5キロ先まで越えたのではないか。宋  

雲のタキンラからインダス河聞での健脚を思えばなおの  

ことである。そして宋雲は仏沙伏から更に西へと歩を進  

め“捨眼の塔”に至る。玄英は布色褐羅伐底プシュカラ  

ヴァティからここまでを北5里（1．6キロ）とする。  

フーシェは拾眼の塔の所在地11をバラ。ヒサール土塁  

（241×201×17．5m）に12比定したが、この遺跡は後  

続の発掘によってBC5，6世紀の住居群跡であること  

が判明した。13ウィラーはシャブリバロール東面竪堀で  

処女土上12，5m土表面から下5mのところでガンダー  

ラ期の痕跡を発見したといっている。バラ。ヒサールの  

直ぐ北のシャイハンデリ跡はBC2世紀半ばのものでク  

シャン朝ヴァスデヴァー世（ca、2世紀A．D、半ば）期  

に遺棄されたのだがそれは現ラジャ地区間で氾濫した洪  

水のためだったと思われる。14ここにシヤプルナプルサ  

ン（350mX198m）の地域に一連の塚がある。1520世  

紀初頭の発掘によって遺跡はもっと規模の大きいもので  

あったことがわかったがバラヒサール及びミラバド間の  

西側は10世紀以後川の氾濫で起きた浸触あとがみられる。  

18よってこれこそ中国求僧達が訪れた都邑ではなかった  

のか。残念ながら総合発掘はまだなされていない。  

1902－3年にミルジアラット跡の一番大きい塚の南東縁  

を試掘したところ、一番底部にメナンドロスとヘルマイ  

エスのコインが発見され、その上はガンダーラ石片とカ  

ニシカコイン出土と同時にダイアパー式壁が見出された  

のである。17  

1882年マーティン大尉指揮下のサパーズ＆マイナーズ  

発掘報告によると塚の頂点7mに仏教遺跡があったと  

いう。18シャリナプルサン地域のミルジアラット他7ヶ  

所での一次発掘でもたらされた菩薩彫刻の台座がラホー  

ル博物館（保管番号1194）に保存され、19他に50点が  

チャルサダ招来としてラホール及びチャンディガ一博物  

館に分割保管されている。20ミルザラットの約2キロ東  

北地バボラシャカでもスタッコ、石材での仏像が発掘さ  

れている。もう少しよく知られたガンダーラ遺跡として、  

ラジャーの直ぐ東にガズデリとパラツデリがあるがパラ  

ツデリは殊にハナツナガル台座文字theyear384（大  

英博物館OA1890，11－16，）出土地として錦記されてよ  

い。21しかしながら、シャリナプルサン廃墟地域の資料  

が一般的に少ないことで、玄英がプシュカラヴァティの  

近辺にあると記した捨眼塔のあるラジャー地域、その他  

followersofthe Doctrine．Oneli（約322m）to  

the north of th8Cityis the palace of the white  

elephant（VisvantaraJataka）；in this temple  

theBuddhistcultimagesareallmadeofstone；  

they are beautifully ornamented，Very numer－  

OuS and entirely covered with gold－1eafwhich  

dazzles the eyes．In frontof the templeis the  

tree to which the white elephant was tethered  

andbecauseofwhichthetemplewasfounded．   

長沢和俊訳8では；一－－－ また西行すること三日  

で、プルシャ（仏抄伏）城に至った。流域の原野は  

決壊で城郭はしっかりして立派であり、民戸は豊か  

で数多く、林は茂り泉は豊富である。土地は珍宝多  

く、風俗は淳良である。  

プルシャ城の内外には多くの古寺があり、名僧、公  

徳の人も多く、徳行も高くすぐれている。城の北一  

里に自象宮がある。この寺の中の仏像は皆石像で、  

荘厳（かざり）はきわめて麗しい。石像の数も非常  

に多く、全身に金箔をっけており、見る人の目にま  

ばゆく光輝いている。寺の前に自象を無いだ樹があ  

り、この寺の起こりは実にこれに由来するのである。   

玄英も又市の北に同じく塔があることを述べ、その側  

には小乗寺があり50人余の僧の存在を認めている。  

水谷責成9訳で続けてみる；－岬－一枚虜沙の束門の  

外に一伽藍がある。僧徒は50人余の憎がおり、みな  

大乗の学をしている。穿渚扱がある。無憂王が建て  

たものである。昔、蘇達努太子が斥けられて弾多落  

迦山（旧に壇特山と言う。詑なり）に居た時太子の  

男女の二児を乞い求めここで二子を売った。（Vis－  

Vanta・raJatal（a）   

玄英は弾多落迦山が抜虜沙東北約20里（6．4km）の地  

点にあり“崖に洞窟”と“小屋”そしてアショカ塔のあ  

るVisvantaraJatakaに関わる処であると記す。   

上記を極めてみると、抜虜沙はかなりの寺院や塔を有  

しその幾つかはまだ機能している大きな町の中JL、地で  

あったことが窺える。宋雲によると、タキンラから西向  

けに旅してインダス河まで三日要したと言うが方向とし  

ては西北方向でアトックの少し川上あたりで渡河したの  

であろう。これは大体641（mの距離であり、一日平均21．4  

キロ位進んだに違いない。このペースで西向けにパル  

ンヤまで三日かかっている。10大まかな比較だが、1890  

年代にフーシェはオヒンドからマルダンヘ着くのに三日  

かかりサワビ周り（最初は少し東北方向）の50キロの道  

のりを西北シャバスガリヘ向けている。ここで、宋雲が  
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比定する際に玄其の計った距離を第一義的なものとして  

考えないはうがよい。殊にそれが考古学的データと相反  

するのであれば一層のことである。   

ガンダーラ平野中央の都市居住地区については殆ど知  

られていないが、仏教遺跡は可成り良く記録されていて、  

ここにあげる一つの遺跡が、パルシャ（披虜沙）、仏教  

寺院に囲まれた般賑を極める市、という中国僧の記録に  

該当する。それはシャブリバロルなのである。一番大き  

くて、同地域でも一番良く残存している。マルダンの北  

西11．3キロ、ラジャーの東。19キロ、タフティバイ南  

3．4kの地点にある低地は肥沃で沼沢が多い。28現存村  

が旧地に建っているため発掘は無理だが、1860－72年の  

村再建が始まったばかりの時のカニンガム。どリューの  

調査を繕いてみる。28   

マウンドの主要部は、四方に門をもつ長方形の壁で囲  

まれ365×183手品縦横の長さを持っ。西壁外に添って居住  

区が183米ほど広がっている。後のオーレルスタインの  

調査では亜2×201㍍との報告でカニンガムより少し大き  

い。 30   

カニンガムはマウンドの東側の一連の壁を辿り、」方  

ビールーは西サイドの市壁を調査、“驚く程の正確さで  

マイカシスト雲母片岩の石材が平地から垂直に築かれて  

いる”といっている。1906年スプーナーも又“基礎壁に  

築かれた高くて頑丈な壁全体はガンダーラ建築の最高を  

いくであろう”31とする。壁の一部分及び斜状補強壁は  

現在でも散見できるがダイアパー式もあるものの地域で  

きり出された半切石造りが主である。後者はジャマルガ  

リの最終築構期に発見されるもので、マーシャルが  

4，5世紀のものと判定したタキンラの構造と比較でき  

る。32  

1864年ビルーは同地を調査し、次の様に記す。  

“表面は瓦礫石が相当厚くあってくずれ壁のガラク  

タもあるが、建物は出入り口を中央の庭に向かって  

持つ小さい部屋のある集落がある・・‥これらの  

がれきの中には宗教臭を持つ像とか彫刻などは一切  

発見されなかった。どこにいっても四角く小さい部  

屋が沢山ある。‥密に建て込んだこれら建物から  

みて繁栄期にはさぞかし人も多く般賑を極めたであ  

ろう。”   

ビルーは石膏材囲いの縦5㍍差し渡し2．4㍍の穴をさ  

らに臥2賀正掘り進め13．習毒の深部でスレート敷き床につ  

きあたりそこで、小さい座仏をみつけた。その下は土も  

硬く石とがれきが混じったもので、カニンガム推定の如  

く3313．7㍍の築山は、人工的であることがわかる。仏像  

の塔の所在の比定が難しい。ラジャー 、マルダン間の距  

離は凡そ26キロだが、宋雲の一日約22キロ進度をあては  

めると、捨眼塔につくにはパルシャ（抜歯沙）の地はマ  

ルダンの西に位置しなければならないことになる。宋雲  

はそこから一日かかって何に辿り着き更に60里19キロを  

ぺシャワルヘと旅した。ざっとした比較だが、現在の道  

路で35キロ程であるぺシャワル、シャイハンデリ（ラ  

ジャーの対岸地）間は宋雲の足だと二日で軽く行ける。   

玄英記の分析はそう簡単にはいかない。おとずれた地  

もずっと多いし、距離の記述がその時取った行路の難易  

によって違っているからである。ガンデリ付近のある地  

点に行くのにプシュカラヴァティから北北東105望32キ  

ロそれから件のパルシヤ（蚊虜沙）へ北東50里16キロ、  

最後に南東150里48キロでインダス河畔都市オヒンドに  

達している。フーシェは、玄英が東への道を取る前に南  

下してプシュカラヴァティに戻ったのではないかとする  

が、22この推論は19世紀末フーシェの見た現地状況に基  

ずいたもので、七世紀当時は町と郊外に広がり無数に点  

在する数寺院との問にはもっと緊密な意味での道が存在  

したであろうとの想像力にかけている気がする。もし  

戻ったとしたら、北北東へ105里を記す前にその距離を  

記す筈である。   

カニンガム、フーシェ共にパルシヤ（蚊虜沙）をシヤ  

バズガリと比定した。有名なアショカの巨岩碑の存在が  

決定を促している。しかしながら、アショカの時代から  

玄其の訪れたその時期までの9世紀にわたる年月を、  

シヤバスガリがそれらしき都市であったという考古学上  

の証拠が何一つ見いだせないのである。フーシェは一回  

りの巨石壁を指摘しているがそれは1970年時でも見られ  

るものである。23   

それ以上の遺構は無く、一連の陶器が発見されたのみ  

で、フーシェは近くにある“小型三角丘”の自然地域に  

都心部は潜んでいるのではないかと判断をくだす。それ  

にしても大きな街邑を擁するには限られた感じだと付け  

加えながら。24   

実際市街の跡、仏教遺構は皆無に等しい。26近郊にあ  

るメハサンダ、ガンダーラ僧伽藍検出のコイン28をみて  

も5世紀半ばまでにはカルトはなかったように思える。  

宋雲が直通したものからの計算で、パルシャはマルダン  

の西に無くてはならないと思われる。もしこの仮説がな  

りたっなら、玄英が東北から目指した（少なくとも3日  

かかっている）200里という距離は、余程酷い道で時間  

がかかりすぎたか或いは書写される段階で間違って写記  

されたに違いないのではないかと思える。27又、場所を  
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が直接入れられたかもしれないし、同時に底部構成時の  

ものかもしれない。もし底部構成時のものだとすると仏  

教関係時代は土塁表面下5．粥芯にあると推定される。こ  

れは、仏陀跡が、近在のバラヒサール5m、ミルジア  

ラット7mという同高層にあることを考えあわせると  

殊に可能性が強くなる。カニンガムはシャブリバロール  

の全高を27㍍とし、西側の低地集落部を10㍍とした。こ  

れはビールーの全高1蝋石に比して誇張計算のきらいがあ  

るが、実際はこの二つの計算の中をとったくらいのもの  

であろう。主要市街部は一連の集落塚に囲まれているが、  

スタインはそれを準郊外村落と説明した。同地の沼沢状  

況からみて点存的になるのはうなずかれる。   

スタインはこの二次マウンドは相当長期間居住されて  

いたとみる。陶器片やコインがクシャン朝から9世紀に  

かけてのものまでみられるからだ。34後者については、  

カニンガムは特にスパラバティデバ8世紀サマンタデ  

ヴァ（トルコ出身の為政者）時代の無数の銀銅貨の発見  

を指摘している。スタイン調査時、散在している24の小  

さい塚があって、そのうち15箇所からは彫刻片などから  

判断し、ガンダーラ仏跡と認められた。特に10箇所の塚  

からは大量の様々な彫刻が出、今はペンヤワール博物館  

に収納してある筈である。ユ8コインとしてはC塚38から  

4ドラクマ銀貨一枚（アゼス名）とB塚からソ一夕ーメ  

が出たのみである。この2遺跡からとF塚からとのは  

ヴァスデヴァ1とその後継者達のもので、他にヴァララ  

ム4世（388－399）とキダラ87のが一枚B塚から出た。  

スタインはC、F塚からの出物を小クシャン朝またはキ  

ダラ時代のものと示唆している。38発見古銭から証出さ  

れる年代は1世紀から4世紀後期と限られているが、実  

際は古鏡年代よりもっと長くカルトが続いたことが考え  

られる。C、D塚で仏教僧院が破壊されたのは明らかだ  

が、後に仏塔は再建され仏塔台自体は破損したガンダー  

ラ彫刻を展示するのに使われた。89これはヘプサライト  

の5世紀征服時破壊と関連ずけられ、40彼の訪ガ520年  

頃の二世代前になされたと、宋雲は記録している。又宋  

雲訪地の時は、仏教がまだ行われていた。それで、彼の  

記述は、発掘記録とも合致するものである。B塚で“一  

握りの土提供”仏話のステウコリリーフで6世紀と思わ  

れるものが20×74㍍大41の仏塔の横側装飾として発見さ  

れたがここも宋雲時代までは放棄されていなかった記述  

がある。ダマミでは大きな破損弥勒菩薩が再建され花崗  

岩台座が欠失したシストの代わりに置かれ、欠損菩薩像  

が人骨と共に塔の中央部に埋められていた42。塚の再使  

用は仏教だけに限られてはいず、E塚ではガンダラ仏塔  

はブラマン廟のベースとなり、コイン48やヒンディシャ  

ヒ自大理石彫刻片が10世紀位までそこで何かが行われて  

いたことを証する。シヤフリバロルからの散発発掘品に  

は世紀前2世紀から－4世紀頃までの無数の色々なテラ  

コック像があるが、44後期ガンダーラスタイルの小シス  

ト像（5世紀から6世紀）、45青銅仏像二体（5－7世  

紀）、48ヒンズ岬 シャヒ時代に属すると思われる自大理  

石リンガ等が発掘されている。47構造細部詳細証拠には  

かけるものの広範な域に亘る多彩な発掘物がこの地域の  

10世紀あたりまでの活況を物語る。その上、中央ガン  

ダーラ平野にシャリバロルが披虜沙であるということに  

疑問をはさめる他の市街地がないのである。  

結 論  

結果として玄英記すところの扱虜沙をシャブリパフ  

ロールと比定すると、東北20余望（6．4キロ）がタンク  

ロカ弾多落迦山であり現在のタフティバイであるという  

説を立てることができる。距離また方向の記述に僅かな  

差異があるが、丘陵の産まで3，4キロ行った後、北斜  

面の仏跡に着くため東向きに山を登ったことで説明がつ  

く。   

この寺院の礎石はアガソクレス時190－180BCに遡れ  

そうでこの為政者の腐食した銅貨が敷地東側の天蓋地下  

室から発見された。48   

それで玄興が親しんだ仏塔がアショカ塔であろうと考  

えられてくる。もう少し想像を働かすと、地下室は本生  

物語ヴィスヴァンタラジャタカとの関係が考えられまい  

か。当サイトは19世紀の発掘でかなり痛めつけられガン  

ダTラ期以後の様子についてはビールーのレポートが  

色々伝えている。ビールーは4g“1860年代始めにはヒン  

ズー教残片が廃墟にたくさんあった。銅貨は一面が前肢  

をのばしたライオン像、反面には象がかたどられサンス  

クリット語が書き込んである。”と記す。50地域に伝え  

られた説では、モハメトガズこがこれを攻め廃墟化した  

ということである。   

以上をもって蚊虜沙が、シャバスガリではなくと上之  

リバロールであろうとの見解を示した。  

以上  
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